


目次

第1部　キャンパスアジア・プログラムについて 	  1

メッセージ
▏キャンパスアジア・プログラムについて �  2

▏3年目を迎えた常設化プログラム �  2

第2部　プログラム学生の募集と育成 	  5

▏入学前募集 �  6

▏AO入試 �  7

▏本学での学び �  8

第3部　日中韓の授業・生活 	  13

▏本学での中韓プログラム学生の学び �  14

▏移動キャンパス（中国・韓国）での学び �  21

▏海外インターンシップ �  23

第4部	 さまざまなラーニング＆コミュニケーション 	  25

▏結団式 �  26

▏キャンパスアジア学生懇親会 �  27

▏韓国訪日団来校 �  28

▏東西大学校経営学科学生との交流会 �  28

CONTENTS



▏海外学生交流会（東西大学校CAP学生） �  29

▏毎日新聞社講演会 �  29

第5部　キャンパスアジア・プログラムに関わる協議組織・運営交流 	  31

▏キャンパスアジア・プログラム協議組織 �  32

▏キャンパスアジア・プログラム運営交流 �  34

第6部　付録 	  37

▏2018年度のあゆみ �  38

▏メディアでの報道記事 �  41

▏プログラム学生、サポートリーダーの紹介 �  42

▏プログラム担当教職員 �  48



第１部　
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メッセージ

▏	キャンパスアジア・プログラムについて

▏	３年目を迎えた常設化プログラム
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メッセージ
▏	キャンパスアジア・プログラムについて

　立命館大学文学部キャンパスアジア・プログラムは、日本（立命館大学）・中国（広東外語外貿大学）・韓
国（東西大学校）の３カ国の大学が共同運営する国際教育プログラムです。日中韓３カ国の学生が、２年間
かけて相手２カ国のキャンパスを移動しながら現地で共修するという新しいしくみで運営されています。本
プログラムに参加する立命館大学の学生は、１回生から中国語・朝鮮語の２カ国語を学び、２回生・３回生
時に「移動キャンパス」として半年ずつ両国を順番に回りながら、中国・韓国に１年ずつ計２年間留学します。
キャンパスアジア・プログラム参加学生（以下、プログラム学生）は、東アジア３カ国語（日本語・中国語・
朝鮮語）によるコミュニケーションや知識の習得が可能となり、東アジアの人文学的専門知識を身につけて、
新しい東アジアの国際関係を作り出すような「東アジア人文学リーダー」になることを目指します。

　本プログラムで人材目標として掲げる「東アジア人文学リーダー」とは、中国語・朝鮮語の実践的な運用
力を基盤として、東アジアの言語・文化・歴史といった人文学的知識を身につけ、東アジアに横たわる諸問
題の解決に積極的に取り組む意欲と能力を持つ人材をさしています。東アジア各国の文化や歴史を深く知り
相手国の人びとと相互理解を試みるには、現地の言語によるコミュニケーション力が非常に重要です。英語
は確かに世界中の多くの人びととのコミュニケーションを可能にしますが、英語圏以外の国々、特に東アジ
アの幅広い人々とつながれるわけではありません。本プログラムにおいては、中国語および朝鮮語を、現地
の人びとと直接コミュニケーションが取れることはもちろん、専門知識を収集・分析できるレベルまで習得
することを目標としています。

▏	３年目を迎えた常設化プログラム
2018年度 立命館大学キャンパスアジア・プログラム事業報告集の発刊にあたって
　2018年度、本学のキャンパスアジア・プログラムは、常設化から３年目の事業に入りました。例年どおり
４月には新入生（３期生）を迎え、その１ヶ月前には２期生を初めての、１期生を２周目の移動キャンパス
に派遣しました。同じく３月と９月には中国・韓国の学生を受け入れました。
　学部４年間の一貫したプログラムですから、学生の学年が進むごとに新たな取り組みが加わってゆきます。
今年度は各国での海外インターンシップを常設化後では初めて実施し、毎学期おこなっている留学報告会は
３カ国の３学年の学生が集う大規模なものになり、プログラムの特色ある学びも一層充実してきました。１
期生（３回生）は翌年に控える就職活動や卒業論文作成に向けて、自らのキャリアを考え、独自にインター
ンシップに参加したり、語学検定試験の上級レベルにチャレンジし、移動キャンパスでの学習や行動の幅を
広げてゆきました。また受け入れた中国・韓国の学生からも就職や進学、卒業論文の相談・指導を求める声
もあり、それぞれ学生の成長とキャリア意識、３カ国の３つのキャンパスを１つの学びの空間とする学生た
ちの認識を見ることができました。
　本年度の活動については、上記のように海外インターンシップのために民間企業や自治体、公的機関の多
くの方々から多大なご協力をいただきました。また学内では「FD調査・プログラム開発準備予算」で中国・
韓国へ先進的国際教学事例の調査に赴き、「異文化交流助成金」でサポーター学生主導の学生交流を実施する
ことができました。また、今年度実施されました日本学術振興会の「大学の世界展開力強化事業」の中間評
価において最上位の「S」評価をいただくことができました。ご協力・ご支援いただきましたみなさまに、ま
た長年関心をお寄せくださるみなさまに、感謝の意を込め、ここに2018年度の活動内容を報告いたします。
　今後ともご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。
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移動キャンパス

東アジア人文学リーダー養成のための

日中韓共同運営移動キャンパス
CAMPUS Asia

東アジア人文学リーダー

【高度化したキャンパスアジア・プログラム】

◉ 実践的な中国語・朝鮮語の語学力
◉ 多文化間調整が可能なコミュニケーション能力と判断力
◉ 東アジア人文学の専門的知識と分析力

多様な場で多文化協働を
率先できる人材へ

交流学生数の
増加

留学期間の
長期化

東アジア
人文学専門講義の多様化

安定した運営体制下で
拡大事業の評価・改善

教育効果の
専門的分析と可視化❶ ❷ ❸ ❹ ❺

【日中韓移動キャンパス（2年間）】

【人材育成目的】

日本
立命館大学

韓国
東西大学校

中国
広東外語外貿大学

中国語
CA演習

東アジア人文学

東西大
教員会議

立命館大
教授会

CAP
運営委員会

広東外大
教員会議

三大学教職員合同会議
（日本語・中国語・朝鮮語対応）

キャンパスアジア
プログラム
240人

文学部
7学域・17専攻
5000人

立命館大学 日本 世界へ現代東アジア
言語・文化専攻

400人

CAP 実務者会議

広外大キャンパス

2回生前期

朝鮮語
CA演習

東アジア人文学

東西大キャンパス

中国語
朝鮮語
CA演習

立命館キャンパス

1回生

【移動の流れ／カリキュラム】

【運営体制】

学
生
募
集
・
選
抜

共
同
修
了
証

各種
既存科目

朝鮮語
CA演習

東アジア人文学

東西大キャンパス

2回生後期

中国語
CA演習

東アジア人文学

広外大キャンパス

中国語
CA演習

東アジア人文学

広外大キャンパス

3回生前期

朝鮮語
CA演習

東アジア人文学

東西大キャンパス

朝鮮語
CA演習

東アジア人文学

東西大キャンパス

3回生後期

中国語
CA演習

東アジア人文学

広外大キャンパス

中国
附属校・協定校

韓国
大学コンソーシアム京都

他大学

アドヴァンス中国語
アドヴァンス朝鮮語

卒業論文
各種既存科目
 ( 就職活動 )

立命館キャンパス

4回生

選抜 AO入試（中国語・朝鮮語 / キャンパスアジア）実施
 入学前募集・選抜

1回生時 語学：留学のための中国語・朝鮮語を集中的に習得
 演習：異文化理解、リテラシー能力の伸長
 専門：東アジア人文学の基礎知識を固める

2 回生時 （韓国学期）： 朝鮮語（教養講義対応）、演習、韓国基礎研究
 （中国学期）： 中国語（教養講義対応）、演習、中国基礎研究

3 回生時 （韓国学期）： 朝鮮語（専門講義対応）、人文学専門講義
  卒論演習、海外インターンシップ 
 （中国学期）： 中国語（専門講義対応）、人文学専門講義
  卒論演習、海外インターンシップ

4 回生時 卒業論文執筆／就職活動

進学・就職 外資系企業、マスコミ、サービス、金融、日本語教員、大学院

10人

20人

10人

10人

10人

外
部
有
識
者
に
よ
る
評
価
・
検
証

本事業の成果

学年 日本・立命館キャンパス

1年次
春/秋学期

2年次
春学期
2年次
秋学期
3年次
春学期
3年次
秋学期
4年次

春/秋学期

課程

【本学で学ぶ学生数】

［1段階］
派遣前教育
［2段階］

移動キャンパス

［3段階］
卒業準備課程

日A
10名

日B
10名

中A
10名

韓B
10名

韓A
10名

中B
10名

中A
10名

韓B
10名

韓A
10名

中B
10名

日A
10名

日B
10名

日本CAP生 中国CAP生 韓国CAP生
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▏	入学前募集

▏	AO入試

▏	本学での学び
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▏	入学前募集
　　立命館大学文学部の各種入試方式での合格者・入学者を対象に、2018年度キャンパスアジア・プログラ
ムに参加する学生を募集する「入学前募集」を実施しました。この入学前募集で定員数である20名のプログ
ラム学生を選出しました。また、20名に選出されなかった学生の中から、プログラムへの参加意欲が高い３
名の学生については、サポートリーダー学生として、プログラム学生と同じ派遣前教育を受講することにな
りました。
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▏	AO入試
　中国語・朝鮮語を学んでいる全国の中学校・高校の生徒や教員から高い評価を得ている、本プログラムの
AO入試は、中国語・朝鮮語の語学能力試験が所定レベルに達している者、各言語のスピーチコンテストの成
績優秀者を対象としており、今年も全国から応募がありました。
　2019年度AO入試には、募集人数５名に対して29名の応募があり、厳正なる審査の結果８名を合格としまし
た。この内７名がプログラム学生として参加することになりました。
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▏	本学での学び
キャンパスアジア演習Ⅰ・Ⅱ
　本授業は、「東アジア人文学リーダー」への第一歩として、中国や韓国、東アジアに関する基本的な知識を
学び、また人文学の基礎を身につけるために設けられた、キャンパスアジア・プログラム専用の授業です。
東アジアの基本的な問題をテーマとした講義や学生発表を行うほか、海外での学習・生活をするときに必要
な異文化理解力、自己分析力などに関する講義も行いました。また学内外の中韓学生と交流を行い、プログ
ラムの意義と自分たちの成長を確認しながら、国際的な人材となるための基礎を培っていきます。
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外国語授業
　プログラム学生は次年度からの留学や留学生サポーター活動に備えるため、必修外国語科目に加えてプロ
グラム専用の中国語･朝鮮語を履修しています。実践的コミュニケーション力の習得に主眼を置き、初修・既
修クラスともにネイティブ教員・日本人教員が連携しながら、
中国人・韓国人留学生との対話、中国語・朝鮮語での発表や
討論などのアクティビティを積極的に取り入れています。学
期末には漢語水平考試（HSK）、中国語検定、韓国語能力試験

（TOPIK）、ハングル検定の初中級合格者を輩出しています。

  

イニシエーション実習（中国）
　８月２日（木）から13日（月）にかけて、桂林市にある広西師範大学、および上海市にてイニシエーショ
ン実習を実施しました。広西師範大学では、中国語だけを使った語学授業、中国拳法や料理大会などの文化
体験を行いました。各学生に現地学生がバディとしてつくことで、学習・生活面でサポートを得るとともに、
バディとの交流を通じて中国語の上達にもつながりました。上海市では歴史と現代を体験するフィールドワー
クを実施しました。中国での長期滞在をしたことがない学生にとって、中国語の学習と同時に、現代中国の
姿を実見することができました。
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イニシエーション実習（韓国）
　８月19日（日）から９月２日(日)にかけて、ソウルの高麗大学校にてイニシエーション実習を行いました。
午前は朝鮮語のみでみっちりと語学を学び、午後は伝統料理・印鑑作り、公演鑑賞などの文化体験や、「トウ
ミ（チューター）」学生とともに個別テーマに沿ったフィールドワークを行いました。２週間にわたる現地で
の学習・生活経験を積み、実践的な語学力を身に付け、次年度からの移動キャンパスの基礎を築くことがで
きました。

人文学演習Ⅰ・Ⅱ（２回生、夏期・冬期）、人文学演習Ⅲ・Ⅳ（３回生、夏期・冬期）
　移動キャンパスの各学期の間に、プログラム学生を対象とした集中講義がおこなわれました。学生は留学
中の学びをふりかえりながら、２回生は日本語文献（資料・論文）の調査や読解、３回生は卒業論文に向け
た研究発表などをおこないました。この期間中には留学報告会がおこなわれ、３か国の学生が中国・韓国そ
して日本での学びを報告し合いました。
　夏期：７月20日（金）～ 25日（水）
　冬期：１月24日（木）～ 29日（火）　
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キャンパスアジア・プログラムサポーター
　昨年度プログラムでの派遣前学習を経験したリーダーが中心になり、中国・韓国の学生たちの生活・学習
をサポートする活動（サポーター活動）をおこないました。

日付 活動内容

３月15日 中国学生の関空出迎え

３月24日 京都市内散策(京都御苑、下鴨神社など)

４月３日 キャンパスアジア学生懇親会（敬学館108、13:00 ー )

４月26日 CAP １･ ２期生×サポーター交流会（生協食堂Rosso、18:00 ー )

５月19日 ３カ国料理交流会(学生会館ゆんげ、18:00 ー )

７月21日 留学報告会への協力（18ページ参照）

10月５日 キャンパスアジア学生懇親会（生協食堂Rosso、18:00 ー )

10月20日 京都国際漫画ミュージアムＦＷへの協力（17ページ参照）

12月１日 ３カ国料理交流会（学生会館ゆんげ、18:00 ー）

12月16日 バス研修　かやぶきの里（17ページ参照）

１月26日 留学報告会への協力（18ページ参照）

１月30日 次年度サポーターの説明会・ミーティング

また毎月一度のミーティングでは、当面の活動計画や前月の活動報告などが話し合われました。
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 移動キャンパス手続きガイダンス
　11月19日（月）と１月11日（金）の２回にわけて、移動キャンパス手続きガイダンスを開催しました。２
年間で計４回の留学に関わる各大学の入学手続きやビザ発行手続き、奨学金の申請手続き等、留学に必要な
すべての手続きとスケジュールの説明を受けました。また、留学や現地の生活に関するQ＆Aの時間も設け、
留学を前にして各種の不安や疑問をほどく時間となりました。このガイダンスで、学生たちの留学に向けて
の気持ちを高めることができただけでなく、海外生活への不安も払拭することができました。
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▏	本学での中韓プログラム学生の学び

▏	移動キャンパス（中国・韓国）での学び

▏	海外インターンシップ
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▏	本学での中韓プログラム学生の学び
学習・生活ガイダンスとグループ面談
　中韓プログラム学生は、春学期は３月中旬、秋学期は９月上旬に来日しました。春学期に来日した学生は
３月下旬から、秋学期に来日した学生は９月中旬から、本学国際部が主催する留学生向けの各種ガイダンス
に参加しました。
　全学の留学生向けのガイダンス以外に、本プログラム独自のガイダンスとして、春学期は３月29日（木）
に履修ガイダンス・４月３日（火）に生活ガイダンスを、秋学期は９月18日（火）に履修ガイダンス・９月
20日（木）に生活ガイダンスを受けました。これらのガイダンスでは、キャンパスアジア担当教職員と、授
業や生活のサポートを行うサポーターを紹介し、プログラムのサポート体制や連絡方法を教わりました。また、
受講登録申請・成績評価の方法・受講可能な授業の紹介等、各種履修に関する情報を受け取りました。ガイ
ダンスでは授業について質問が飛び交い、移動キャンパスへの期待が膨らみました。
　帰国前の各種手続きについては、春学期は６月21日（木）に、秋学期は11月16日（金）に別途ガイダンス
が開催され、各自の帰国日に合わせて各種保険の解約や寮の退寮手続き等のスケジュールを組めるようにな
りました。
　そのほか、日常的な学習・生活面のサポートの一環として、本学教員によるグループ面談を定期的に開催し、
各学生の悩みや要望を伝え、今後の学びへの助言を受けました。
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キャンパスアジア演習Ⅲ・Ⅳ
　この授業は、東アジアの諸問題について日中韓の学生がともに学び、発表・討論する、プログラムの中核
となる日中韓学生の共修科目です。本学学生には京都にいながら日常的に中韓学生と交流する場が、中韓学
生にはプログラム外の学生とも意見交換できる機会が提供され、相互理解を深めていきます。演習Ⅲ（２回生）
ではグループ研究発表に加えて日本語研究文献・資料の探し方や文献リテラシー養成も行っています。演習
Ⅳ（３回生）では論文講読、資史料読解、研究発表を行い、卒業論文執筆に向けた研究能力を養っています。
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日本研究Ⅰ～Ⅳ
　日本の文学・歴史・文化・社会に関する専門科目として、Ⅰ・Ⅱを中韓２回生、Ⅲ・Ⅳを中韓３回生向け
に開講しています。移動キャンパス１周目の２回生には、日本史や日本文化に関する学術専門用語などは難
解でしたが、学びを進めていくにつれ習熟度を増していきました。３回生向けのⅢでは近現代日本文学作品
を講読して文学表現を学ぶとともに文学と社会の関係について思索を深め、Ⅳでは日中韓の自国史教科書の
近現代史記述の比較をもとに、東アジアの歴史認識に関する討議などを行いました。
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日本語履修科目
　日本での学びの基礎となる日本語力を身につけるため、本学日本語教育センターと連携して、プログラム
専用の日本語クラスⅥ・Ⅶを開講しています。それぞれ「会話・作文・聴解・読解」の４領域と時事・ビジ
ネス日本語を学びます。座学だけでなく、多様なアクティビティティを通じて実践力を身につけ、キャンパ
スアジア専門科目での学びとともにアカデミック日本語を習得します。日本語教師をめざす本学学生の実習
授業にも参加し、交流の幅を広げることができました。

フィールドワーク
　春学期のキャンパスアジア日本研究Ⅰでは人の移動と文化の越境をテーマに大阪今里・鶴橋へのフィールド
ワークを行いました。また秋学期には、10月20日（土）に、京都国際漫画ミュージアムで「マンガ・アシスタ
ント体験」をおこない、中韓２期生とサポーターが参加しました。この体験は、浮世絵・版画の表現について
学ぶ日本研究Ⅰの授業の一環として、同じく白と黒で表現されるマンガの絵作りを学ぶ機会となりました。
　12月16日（日）、キャンパスアジア・プログラムに関わる日中韓の学生が京都府南丹市のかやぶきの里へ
フィールドワークに行きました。これはキャンパスアジア・プログラムサポーターが、国際交流に関わる学
内資金を獲得して企画・実施したもので、かやぶきの里では寺社を巡ったり、餅つきを楽しんだりしました。
特に中韓の学生は、日本の餅つきを体験するのは初めてで、新たな日本文化に触れることができて喜んでい
ました。
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留学報告会・仕事セミナー
　日中韓各国のキャンパスアジア・プログラム生が一堂に会して発表を行う留学報告会を開催しました（春
学期７月21日（土）、秋学期１月26日（土））。各国の学生は、日中韓それぞれの留学生活を紹介したり、留学
中に学び、調査した内容を発表したりするなど、移動キャンパスの成果を報告しました。特に１期生は、移
動キャンパスの締めくくりにふさわしく、各国で参加したインターンシップや自分たちの成長について報告
を行いました。
　また今年度は、同日に仕事セミナーも開催しました。春学期はキャンパスアジア・パイロットプログラム
の卒業生を招き、プログラムで得た経験が現在の自分にどう活かされているかなどを聞きました。秋学期は
人材派遣会社の人事担当者を招き、変わりゆく就職活動にどう対応したらいいのか、留学したことを就職活
動でアピールするにはどうすればいいのかなどについて学びました。
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東アジア研究学域・受入学生交流会
　６月１日（金）１限目の授業を使って、中韓プログラム学生２期生と文学部の東アジア研究学域１回生（D
１・D ２クラス）との交流会を実施しました。１回生の中には初めて海外の同世代と話した学生もおり、中
韓の学生にとっては一般の学生と知り合う機会となりました。

言語コミュニケーション専攻学生たちの日本語・日本文化授業
　12月７日（金）・14日（金）の両日、文学部言語コミュニケーション専攻専門科目「日本語教育特別研修Ⅰ」

（担当：嶋津百代先生）の履習生が、日本語・日本文化の特別授業を実施し、中韓プログラム学生２期生が参
加しました。１回目は日本の温泉・温泉旅館でのマナー、２回目は日本の年末年始について、温泉の入り方、
おせち料理が持つ意味、年賀状の書き方など、日本の生活習慣・風習などを学びました。
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毎日新聞社インターンシップ 
（毎日新聞社主催「こども高野山夏期大学」キャンプ・リーダー研修）

　７月26日（木）～ 29日（日）に毎日新聞社主催・雪印メグミルク特別協賛の「こども高野山夏期大学」が
行われ、キャンパスアジアの中韓学生・サポーターのメンバーがリーダーとして参加しました。全国から集まっ
た60名の小学４～６年生たちとかけがえのないひと夏の異文化交流を共にしました。

CAPカフェ
　CAPカフェでは、３カ国の学生が交流し相互学習をしている姿が見られます。４月には、３カ国のプログ
ラム学生を対象に設備ガイダンスが開催され、カフェに設置している機器類の使い方や書籍・DVDの貸出方
法の説明を受け、３カ国のプログラム学生が交流する機会となりました。また、定期的にサポーター主催の「ラ
ンゲージ・エクスチェンジ」が行われ、プログラム以外の一般学生とも交流し学習しています。



21

3
第
3
部
　
日
中
韓
の
授
業
・
生
活

▏	移動キャンパス（中国・韓国）での学び
広東外語外貿大学での授業の様子
　広東外語外貿大学でキャンパスアジア・プログラム生が受講する授業は、大きく中国語と専門授業に分か
れます。中国語の授業は、２回生用に対しては中級程度のものが行われ、３回生に対するものは前年よりも
高度な内容になり、総合的な語学力を養成しています。また専門授業では、広東の民俗文化を講義とフィー
ルドワークで学ぶもの、中国の歴史・社会・文化などを調査して報告するもの、広東語を学ぶものなど、多
様な知識が学べるようになっています。どの授業も韓国人か中国人を含めたものであり、プログラム生は国
際的な環境の中、東アジアの人文学リーダーとなるべく日々学習に励んでいます。
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東西大学校での授業の様子
　東西大では朝鮮語と韓国を中心とした東アジア人文学を学びます。１年目はロールプレイや中国学生との
グループ旅行の発表などでコミュニケーション力を養い、２年目はインタビューやアンケート調査をもとに
した発表など人文学の学びにつなげる語学学習が行われています。また、韓国の歴史や社会、文化のほかに
も、歴史認識や領土問題などの日中韓共修PBL授業などが行われ、自己の相対化と他者理解を深める学びを
続けています。そのほか、釜山市内や全羅南道でのフィールドワークも行われ、韓国社会に直接に触れる機
会を持っています。
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▏	海外インターンシップ
　今年度３回生になったプログラム学生を中心に、海外インターンシップを実施しました。各大学での学習・
生活環境から一歩離れ、現地での日常生活・経済活動を経験する場であり、現地の人々や国際的なキャリア
を持つ社会人と交流する機会にもなります。海外インターンシップを経て、海外での就職、グローバル企業
に向けた就活などを考えるヒントとなりました。

　１）日本での中韓学生対象のインターンシップ（立命大提供）
　・京都市役所・交通局　７月30 ～８月10日（12日間・５日間）　中国学生１名、韓国学生１名
　・毎日新聞社　８月７・８日（２日間）　中国学生３名
　・朝日新聞社　１月21 ～ 25日（５日間）　中国学生４名
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　２）中国での日韓学生対象のインターンシップ（広外大提供）
　・広州賽特検測公司　６月11 ～ 15日（５日間）　日本学生１名、韓国学生４名
　・広州花辞樹教育科技有限公司　６月11・12・14・15日（４日間）　日本学生３名、韓国学生１名
　・CUBIC広告公司　６月11 ～ 15日（５日間）　日本学生２名

　３）中国での日本学生対象のインターンシップ（立命大提供）
　・ゼブラ（深圳）　６月26・27日（２日間）　日本学生２名
　・‌�JTB広州事務所　‌�夏期６月19 ～ 29日（10日間)　日本学生２名　 

冬期１月７ ～ 18日（７日間）　日本学生１名
　・JETRO広州事務所　１月14 ～ 18日（５日間）　日本学生２名

　４）韓国での日中学生対象のインターンシップ（東西大提供）
　・釜山観光公社
　　①太宗台遊園地　６月29 ～７月６日（８日間）　日本学生２名、中国学生２名
　　②アルピナユースホステル　６月26 ～７月６日（11日間）　日本学生１名、中国学生１名
　　③韓服体験展示館　６月28 ～ 29日、７月１日、７月５～６日（５日間）　中国学生１名
　・釜山国際交流財団　６月25 ～ 29日（５日間）　日本学生３名、中国学生３名
　・釜山ソンジン出版社　６月26 ～ 29日（４日間）　中国学生２名
　・釜山発展研究院　６月25 ～７月４日（10日間）　日本学生１名、中国学生１名
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▏	毎日新聞社講演会
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▏	結団式
　10月11日（木）、遠隔接続オンラインシステムを利用した「キャンパスアジア・プログラム結団式」を行い
ました。
　結団式では、日中韓の教員およびプログラム３期生が参加しました。次の学期に留学する国の言葉で行っ
た自己紹介では、約半年間学んだ語学力を活かし、各々が考えた自己紹介文を一生懸命話していました。さ
らに、各国の学生代表２名ずつが母語以外の言語でスピーチを行い、プログラムへの期待と決意を話しました。
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▏	キャンパスアジア学生懇親会
　サポーターが主催する懇親会が春学期は４月３日（火）、秋学期は10月５日（金）に行われ、日本のプログ
ラム３期生と中韓プログラム学生、サポーター２回生が参加しました。各国の学生が入り混じったグループ
に分かれて談笑し、グループ対抗の各種ゲームに参加しました。ゲームが終わる頃には、３カ国の学生は打
ち解けていました。学生たちは楽しみながらも、文化によって違う表現方法に驚くとともに、各国の文化や
言語、社会に関心を深めるよい機会となりました。
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▏	韓国訪日団来校
　７月３日（火）、日韓文化交流基金招請による李智淑団長率いる韓国訪日団36名の学生と、キャンパスアジ
ア・プログラム生を含めた本学文学部の学生20名との交流会が、平井嘉一郎記念図書館カンファレンスルー
ムにて行われました。
　日韓の学生代表がそれぞれ相手の言語で挨拶を行った後、９つのグループに分かれてキャンパスツアーを
行い、その後学生食堂で昼食をとりました。また、「21世紀のよりよい日韓関係構築のための提案」というテー
マで、朝鮮語でディスカッションを行い、各グループから様々な興味深い提案が発表されました。

▏	東西大学校経営学科学生との交流会
　７月６日（金）、東西大学校経営学科の学生10名が立命館大学に来学し、プログラム１回生15名と交流しま
した。互いにプログラムや学科についてプレゼンテーションをし、その後日韓の学生が入り混じったグルー
プでグループワークを行いました。
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▏	海外学生交流会（東西大学校CAP学生）
　１月30日（水）には、東西大プログラム１回生20名が来学し、日本のプログラム３期生11名と次年度のサポー
ターとの交流会をもちました。午前は日本に留学中の東西大プログラム２・３回生がリードして、日韓の文
化や社会に関するグループ討論を行いました。午後はグループごとに市内フィールドワークに出かけ、清水
寺や嵐山などの史跡をめぐり、たこ焼きやお好み焼きを堪能するなど、朝鮮語・日本語を交えての親睦を深
めました。来学期からともに学ぶ友人との楽しい時間を過ごす傍ら、留学を前にして気持ちを引き締める機
会となりました。

▏	毎日新聞社講演会
　12月17日（月）に毎日新聞社の記者・カメラマンをお招きして、世界の子供たちに関する講演会を実施し
ました。今年のテーマは「ＩＳ後のイラクの取材現場から」で、会場には約65名の学生が集まりました。戦
闘によってほとんど廃墟となってしまった都市に暮らす少年たち、ヤジディーの人々の心身に深く残る傷跡
について、現地で撮影した写真や取材時の感想などを交えて伝えていただきました。
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▏	キャンパスアジア・プログラム協議組織
３大学教職員合同会議（中国／広州）
　キャンパスアジア・プログラムを運営するにあたり、広東外語外貿大学、東西大学校とさまざまな事項を協
議する場として、３大学教職員合同会議という協議体を設置しています。
　2018年度は、７月28日（土）～ 30日（月）の間、中国の広東外語外貿大学で開催されました。29日（日）の
午前は、三カ国の実務者で議題の内容確認を行い、午後からは各国のプログラム委員長やその他の関係者も出
席する中で合同会議が行われました。まず、各大学から学生の情報共有やインターンシップ等の2017年度のプ
ログラム実施報告を行いました。また、今後プログラム内容をより充実すべく、共同学位や共同運営授業の設
置について意見を交換しました。今後のプログラム運営の参考となる情報を交換し、教職員間でより強いネッ
トワークを作ることができました。

３大学実務者会議
　プログラムの実務的な運営に関する議論や情報交換を行うために、キャンパスアジア・プログラムの教職
員が出席する実務者会議を定期的に開催しています。2018年度は１月30日（水）に本学で開催されました。
会議では、修了証の発行や修了式の開催、複数・共同学位、共同運営授業について情報交換をしました。
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キャンパスアジア教授会
　2017年度よりプログラム全般の教学システム・内容を協議する組織として、キャンパスアジア教授会を発
足させました。2018年度第１回は７月29日（日）に３大学教職員合同会議終了後に行われ、第２回は１月９
日（水）に遠隔システムを利用して行われました。教授会には３大学のプログラム担当教員が出席し、プロ
グラム学生の参加・修了に関する事項、３大学共同開設科目の設置、学生管理かかわる事項など、プログラ
ムの質的向上に向けた議論を重ねました。

キャンパスアジア運営委員会、キャンパスアジア・プログラム事務局会議
　立命館大学文学部では、本事業に関わる意思決定の場として「キャンパスアジア運営委員会」を設置し、
本事業の運営に関わる事項についての検討と承認を行っています。運営委員会は、プログラム運営委員長、
文学部東アジア研究学域内の中国文学・思想専攻、東洋史学専攻、現代東アジア言語・文化専攻の各専攻主任、
キャンパスアジア専任教員、協力教員で構成されています。2018年度は７月24日（火）に開催し、2017年度
までの事業の達成状況と今後の計画について報告を行いました。
　また、キャンパスアジア専任教員、担当職員による「キャンパスアジア・プログラム事務局会議」を月２
回開いています。授業運営・管理、各種のイベント・プログラム企画、学生の学びにかかわる諸問題の解決
など、日常的な実務運営を円滑に行うための協議を行っています。
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▏	キャンパスアジア・プログラム運営交流
３大学教職員交流
　キャンパスアジア・プログラム協議組織の開催以外にも、適宜、３大学の教職員数名が移動キャンパスの
実際の様子を見学したり、忌憚のない意見交換や協議を行ったりするために相互訪問を行っています。2018
年度には、広外大、東西大に各２回、本学教職員が訪問しました。また、本学へは１月に広東外大の陳多友
先生、楊暁輝先生、東西大の李元範先生、諸点淑先生が来学され、日本に留学中の中韓プログラム学生と面
談を行いました。

教職員FD調査
　本学キャンパスアジア・プログラム関係教職員が、11月28日（木）から12月５日（水）にかけて、中国・
韓国でFD調査を行いました。これは学内から「FD調査・プログラム開発準備予算」の支援を受けて実施し
たもので、「キャンパスアジア・プログラムにおける教学の質向上と ｢ポスト･キャンパスアジア｣ を見据え
た海外ベンチマーキング」という目的で広州・深圳・釜山・ソウルの諸大学・機関を訪問しました。
　広州・深圳では、広東外語外貿大学で授業見学や教員との意見交換、JETRO広州事務所を訪問しインター
ンシップの協定締結、深圳大学・曁南大学を訪問しキャンパスアジアやさまざまな留学形態に関する聞き取
り調査など、様々な情報収集を行いました。
　釜山では、東西大学校で授業見学や関係教員と情報交換を行い、また釜山外国語大学校の日本語学科・国
際交流センターを訪問し、当該大学の国際交流の現況を調査しました。ソウルでは、高麗大学校で、キャン
パスアジア・プログラムを運営する国際大学院や文科大学を訪問し、国際交流事例に関する調査を行い、さ
らに日本商工会議所韓国事務所を訪問し、インターンシップに関する情報収集を行いました。
　今後は、この調査で得た知見を生かして、キャンパスアジア・プログラムのさらなる発展や教学体制の強
化を図っていきます。
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神戸大学・岡山大学キャンパスアジア担当者　情報交換会
　２月21日（木）、本学と同じくキャンパスアジア・プログラムを運営している神戸大学・岡山大学の担当教
職員と本学のプログラム担当教職員が神戸大学に集まり、情報交換会を行いました。各大学のプログラムの
取り組み状況や運営方法等の情報を交換し、今後のプログラム運営の参考となる、大変貴重な場となりました。
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広報　
　キャンパスアジア・プログラムウェブサイト（http://www.ritsumei.ac.jp/campusasia/）では、本プログラ
ムに関する基本的な情報に加えて、プログラム学生の日々の学びの様子が分かる動画やブログといったメディ
アコンテンツと、キャンパスアジア・プログラムで創り出された様々な成果を発信するコンテンツを公開し
ており、2018年度も更新を続けています。特に、移動キャンパスが開始されてからは、留学中の学生の様子
が伝わるメディアコンテンツ（動画・ブログ）を充実させています。
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▏	2018年度のあゆみ
【2018年】

4月3日 中国・韓国プログラム学生　キャンパスアジア生活ガイダンス
サポートリーダーガイダンス
キャンパスアジア学生懇親会

4月5日 日本人学生　履修ガイダンス（対象：プログラム3期生）
キャンパスアジア授業担当教員会議

4月10日・11日 CAPカフェ　設備ガイダンス

4月26日 キャンパスアジア演習Ⅰ・日本研究Ⅳ　合同授業

日本人学生・中国・韓国プログラム学生　交流会

5月10日 サポーターミーティング

5月19日 中国・韓国プログラム学生・サポーター学生料理交流会

5月22日・23日 東西大キャンパスアジア広報撮影チーム　来学

6月1日 中国・韓国プログラム学生・東アジア研究学域　合同授業

6月11日・12日・14日・
15日

広州花辞樹教育科技有限公司インターンシップ

6月19日～ 29日 JTB広州事務所インターンシップ

6月21日 中国・韓国プログラム学生　帰国前ガイダンス

6月24日 韓国派遣学生　日本帰国

6月25日～ 29日 釜山国際交流財団インターンシップ

6月25日～ 7月4日 釜山発展研究院インターンシップ

6月26日・27日 ゼブラ（深圳）インターンシップ

6月26日～ 29日 釜山ソンジン出版社インターンシップ

6月26日～ 7月6日 釜山観光公社アルピナユースホステルインターンシップ

6月28日・29日・7月1日・
5日・6日

釜山観光公社韓服体験展示館インターンシップ

6月29日～ 7月6日 釜山観光公社太宗台遊園地インターンシップ

7月3日 日韓文化交流基金　韓国訪日団来学

7月6日 東西大経営学科学生交流会

7月8日 中国派遣学生　日本帰国

7月14日 日本研究Ⅱ　フィールドワーク

7月20日～ 25日 人文学演習Ⅰ・Ⅲ

7月21日 留学報告会

7月24日 第3回キャンパスアジア運営委員会

7月26日～ 29日 毎日新聞社こども高野山インターンシップ

7月28日～ 30日 3大学教職員合同会議（中国／広州）
2018年度第1回キャンパスアジア教授会



39

6
第
６
部　
付
録

7月30日～ 8月10日 京都市インターンシップ（中国・韓国プログラム学生対象）

8月2日～ 13日 イニシエーション実習（中国）

8月4日・5日 オープンキャンパス

8月7日・8日 毎日新聞インターンシップ（中国・韓国プログラム学生対象）

8月15日 中国・韓国プログラム学生　国際寮退寮

8月19日～ 9月2日 イニシエーション実習（韓国）

8月21日 韓国派遣学生　日本出発

9月6・7日 中国派遣学生　日本出発

9月6日～ 12日 中国・韓国プログラム学生　国際寮入寮

9月12日～ 21日 中国・韓国プログラム学生　生活オリエンテーション

9月18日 中国・韓国プログラム学生　キャンパスアジア履修ガイダンス

9月20日 中国・韓国プログラム学生　キャンパスアジア生活ガイダンス

10月5日 キャンパスアジア学生懇親会

10月11日 3大学CAP3期生　結団式

10月18日 CAP演習ⅡとCAP演習Ⅲ・Ⅳの合同授業

10月20日 キャンパスアジアAO入試　面接選考
日本研究Ⅰ　フィールドワーク

11月16日 中国・韓国プログラム学生　帰国前ガイダンス

11月19日 移動キャンパスガイダンス①～留学手続きガイダンス～

11月28日～ 12月1日 FD調査（中国／広州・深圳）

12月2日～ 12月5日 FD調査（韓国／釜山・ソウル）

12月1日 中国・韓国プログラム学生・サポーター学生料理交流会

12月7日・14日 日本研究Ⅰ・日本語教育特別研修クラス　合同授業

12月16日 バス研修　かやぶきの里

12月17日 キャリア教育企画　毎日新聞講演会 ～ IS後のイラクの取材現場から～

12月25日～ 韓国派遣学生　日本帰国
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【2019年】

1月7日～ 18日 JTB広州事務所インターンシップ

1月9日 2018年度第2回キャンパスアジア教授会

1月11日 移動キャンパスガイダンス②

1月12日～ 中国派遣学生　日本帰国

1月14日～ 18日 JETRO広州事務所インターンシップ

1月21日～ 25日 朝日新聞社インターンシップ

1月24日～ 29日 人文学演習Ⅱ・Ⅳ

1月26日 留学報告会・仕事セミナー

1月30日 2018年度3大学実務者会議
サポーターミーティング
日本人学生・東西大3期生　交流会・フィールドワーク

2月15日 中国・韓国プログラム学生　国際寮退寮

2月21日 神戸大・岡山大　キャンパスアジア情報連絡会議（神戸大）

2月22日 2019年度入学前募集　第1回説明会

2月26・27日 韓国派遣学生　日本出国

2月26 ～ 28日 中国派遣学生　日本出国

3月2日 2019年度入学前募集　第2回説明会

3月14日～ 16日 中国・韓国プログラム学生　国際寮入寮

3月19日～ 28日 中国・韓国プログラム学生　生活オリエンテーション

3月23日 2019年度入学前募集　面接選考

3月26日 中国・韓国プログラム学生　キャンパスアジア履修ガイダンス

※キャンパスアジア事務局会議は、毎月2回開催
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▏	メディアでの報道記事
2019年2月15日（金）　朝日新聞
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▏	プログラム担当教職員

《事業団長》上野　隆三 《運営委員長》庵逧　由香

《プログラムマネージャー》廣澤　裕介 《担当教員》金津　日出美

《事務職員》永井　奈穂子 《事務職員》金　美星

《担当教員》山本　一 《事務職員》小野　勝大
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